
平
成
二
十
三
年
七
月
十
五
日
受
領

答

弁

第

二

九

九

号

内
閣
衆
質
一
七
七
第
二
九
九
号

平
成
二
十
三
年
七
月
十
五
日

内
閣
総
理
大
臣

菅

�

人

衆

議

院

議

長

横

路

孝

弘

殿

衆
議
院
議
員
木
村
太
郎
君
提
出
消
防
団
員
の
弔
慰
金
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
木
村
太
郎
君
提
出
消
防
団
員
の
弔
慰
金
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

公
務
中
に
死
亡
し
た
消
防
団
員
の
遺
族
に
対
し
て
は
、
消
防
組
織
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
百
二
十
六
号
）
に
基
づ

く
公
務
災
害
補
償
制
度
（
以
下
単
に
「
公
務
災
害
補
償
制
度
」
と
い
う
。
）
に
よ
り
、
消
防
団
員
の
階
級
、
当
該
階
級
に
任

命
さ
れ
た
日
か
ら
の
勤
務
年
数
、
遺
族
の
状
況
等
に
応
じ
た
遺
族
補
償
等
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
ま
た
、
一
身
の
危
険

を
顧
み
る
こ
と
な
く
職
務
を
遂
行
し
、
死
亡
し
た
消
防
団
員
で
そ
の
功
労
に
よ
り
表
彰
を
受
け
た
も
の
に
対
し
て
、
当
該
功

労
の
程
度
に
応
じ
、
消
防
表
彰
規
程
（
昭
和
三
十
七
年
消
防
庁
告
示
第
一
号
）
に
基
づ
く
賞
じ
ゅ
つ
金
（
以
下
単
に
「
賞
じ

ゅ
つ
金
」
と
い
う
。
）
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

財
団
法
人
日
本
消
防
協
会
（
以
下
「
協
会
」
と
い
う
。
）
が
運
営
す
る
消
防
団
員
福
祉
共
済
制
度
（
以
下
「
共
済
制
度
」

と
い
う
。
）
の
弔
慰
金
に
つ
い
て
は
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
消
防
団
員
の
死
者
・
行
方
不
明
者
が
多
数
で
あ
っ
た
た
め
、

こ
れ
を
従
前
の
額
で
支
給
す
る
こ
と
は
共
済
制
度
の
運
営
上
困
難
で
あ
る
と
の
理
由
で
、
協
会
に
お
い
て
、
支
給
額
の
減
額

を
決
定
し
た
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。

二
に
つ
い
て

一



共
済
制
度
は
、
全
国
の
消
防
団
員
が
任
意
で
加
入
す
る
福
利
厚
生
の
た
め
の
相
互
扶
助
の
制
度
で
あ
り
、
少
額
の
掛
金
で

一
定
の
補
償
が
受
け
ら
れ
る
た
め
、
大
多
数
の
消
防
団
員
が
加
入
し
て
い
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

消
防
団
員
の
処
遇
に
つ
い
て
は
、
総
務
省
消
防
庁
と
し
て
、
報
酬
や
出
動
手
当
の
充
実
に
つ
い
て
地
方
公
共
団
体
に
対
し

て
要
請
を
行
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
と
も
そ
の
充
実
が
図
ら
れ
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

三
に
つ
い
て

消
防
団
員
の
報
酬
や
出
動
手
当
、
公
務
災
害
補
償
制
度
に
係
る
経
費
な
ど
市
町
村
が
負
担
し
て
い
る
消
防
団
の
維
持
運
営

に
関
す
る
経
費
に
対
し
て
は
、
地
方
交
付
税
に
よ
る
措
置
を
講
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
と
も
、
当
該
措
置
を
適
切

に
講
じ
る
こ
と
等
に
よ
り
、
消
防
団
員
の
活
動
環
境
の
維
持
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

四
に
つ
い
て

共
済
制
度
の
弔
慰
金
に
つ
い
て
は
、
一
に
つ
い
て
で
述
べ
た
と
お
り
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
消
防
団
員
の
死
者
・
行
方

不
明
者
が
多
数
で
あ
っ
た
た
め
、
こ
れ
を
従
前
の
額
で
支
給
す
る
こ
と
は
共
済
制
度
の
運
営
上
困
難
で
あ
る
と
の
理
由
で
、

協
会
に
お
い
て
、
支
給
額
の
減
額
を
決
定
し
た
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。

政
府
と
し
て
は
、
公
務
災
害
補
償
制
度
や
賞
じ
ゅ
つ
金
の
制
度
を
、
今
後
と
も
適
切
に
運
用
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考

二



え
て
い
る
。

五
に
つ
い
て

政
府
と
し
て
は
、
今
後
と
も
、
公
務
災
害
補
償
制
度
や
賞
じ
ゅ
つ
金
の
制
度
を
適
切
に
運
用
す
る
と
と
も
に
、
会
員
の
福

祉
厚
生
、
消
防
知
識
技
能
の
向
上
等
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
協
会
の
運
営
に
つ
い
て
必
要
な
指
導
を
行
う
こ
と
等
に
よ

り
、
消
防
団
員
の
活
動
環
境
の
維
持
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

三


